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学
員
会

　

一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
十
月
、
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
学
員
名
簿
』（
昭
和
六
十
年
版
）
は
、

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
英
吉
利
法
律
学
校
を
卒
業
し
た
四

人
に
始
ま
り
、
そ
の
後
一
世
紀
の
間
に
学
窓
を
巣
立
っ
て
い
っ
た

三
四
万
人
余
の
学
員
を
収
録
し
て
い
る
。

　
『
学
員
名
簿
』
は
、
戦
前
か
ら
学
員
会
が
発
行
し
て
い
た
が
、

戦
争
の
激
化
に
よ
る
紙
不
足
の
た
め
に
、一
九
四
三
年
九
月
の「
追

録
」
の
刊
行
を
最
後
に
、
五
一
年
ま
で
と
だ
え
た
。
戦
後
は
学

員
数
の
増
加
と
い
う
事
情
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
五
二
年
に
復
刊
さ

れ
、
そ
の
後
五
六
年
、
六
三
年
、
七
一
年
、
八
五
年
と
間
隔
を
広

げ
刊
行
さ
れ
て
き
た
。

　
『
学
員
名
簿
』
は
学
員
相
互
の
絆
を
表
す
も
の
で
あ
る
が
、

五
二
年
の
復
刊
『
学
員
名
簿
』
の
編
者
が
「
終
戦
後
の
人
心
よ
う

や
く
虚
脱
状
態
よ
り
目
醒
め
、
同
窓
の
消
息
を
尋
ね
る
こ
と
頻
り

と
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
後
の
復
刊
に
は
、
戦
争

に
よ
っ
て
離
散
し
た
同
窓
を
結
ぶ
絆
の
復
活
と
い
う
意
味
も
あ
っ

た
。

　

ま
た
『
学
員
名
簿
』
は
、
歴
史
史
料
で
も
あ
る
。
現
在
、
所
在

を
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
古
い
『
学
員
名
簿
』
は
、
一
八
九
四

年
四
月
の
「
東
京
法
学
院
院
友
会
会
員
名
簿
」
で
、
九
六
年
六
月

の
名
簿
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
前
者
に
は
、
姓
名
・
現
住
所
・
職
業
が
、

後
者
に
は
、
そ
れ
に
加
え
て
入
会
資
格
（
卒
業
・
講
師
・
推
薦
の

別
）
等
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
卒
業
生
の
動
静
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

九
六
年
の
名
簿
を
見
る
と
、
収
録
さ
れ
た
一
、七
五
〇
人
の
内

訳
は
、八
六
年
か
ら
九
五
年
ま
で
一
〇
年
間
の
卒
業
生
一
、五
七
八

人
、
講
師
一
〇
〇
人
、
推
薦
七
二
人
で
、
う
ち
五
三
人
が
物
故
者

で
あ
る
。
出
身
地
別
で
は
、
東
京
が
一
二
七
人
で
断
然
ト
ッ
プ
。

以
下
、
長
野
、
千
葉
、
新
潟
、
埼
玉
、
茨
城
の
各
県
と
続
く
が
、

現
在
、
東
京
に
次
い
で
在
学
生
が
多
い
神
奈
川
県
が
当
時
は
関
東

地
方
で
最
も
少
な
い
二
九
人
と
い
う
点
は
興
味
深
い
。

　

ま
た
、
就
職
先
の
内
訳
は
、
弁
護
士
一
八
五
人
、
判
検
事
な
ど

0 9 4

『
学
員
名
簿
』
に
つ
い
て

法
官
一
八
二
人
、
官
公
吏
一
二
〇
人
、
新
聞
記
者
一
〇
人
、
実
業

界
五
二
人
、
議
員
九
人
な
ど
で
あ
る
。
卒
業
生
の
法
曹
界
へ
の
進

出
は
創
立
一
〇
年
余
に
し
て
早
く
も
顕
著
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ

の
時
の
職
業
不
明
者
に
つ
い
て
、
一
九
〇
二
年
七
月
の
『
東
京
法

学
院
院
友
会
会
員
名
簿
』
を
も
と
に
追
跡
し
て
み
る
と
、
弁
護
士

一
七
人
、
判
検
事
二
八
人
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
学
員
名
簿
』
は
、
中
央
大
学
で
学
ん
だ
学
員
一
人
一
人
の
生

き
た
証
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

学員名薄（1902 年、1952 年）


